
【雇用保険マルチジョブホルダー制度】
（令和4年1月1日実施）

従来の雇用保険制度は、主たる事業所での労働条件が週所定労働時間20

時間以上かつ31日以上の雇用見込み等の要件を満たす場合に適用されま

す。

雇用保険マルチジョブホルダー制度は、複数の事業所で勤務する65歳以上

の労働者が、２つの事業所での勤務を合計して以下の適用対象者の要件を

満たす場合に、本人からハローワークに申出を行うことで、申出を行った日

から特例的に雇用保険の被保険者（マルチ高年齢被保険者）となる

ことができる制度です。 マルチ高年齢被保険者であった方が失業した

場合には、一定の要件を満たせば、高年齢求職者給付金（被保険者で

あった期間に応じて基本手当日額の30日分または 50日分の一時金）を

受給することができるようになります。

【マルチ高年齢被保険者の要件】

１． 複数の事業所に雇用される65歳以上の者

２． ２つの事業所の労働時間を合計して１週間の所定労働時間が

２０時間以上であること

３． ２つの事業所の雇用見込みが31日以上

・・・・・・詳しくは、最寄りのハローワークまで・・・・・
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《 私の趣味》 ビオラ

ビオラは、バイオリンよりも少し大きくて低い音域を奏でる弦楽器です。

習い始めて16年、ますますビオラの奥深さに魅了されています。

毎日練習してもなかなか上達しなくて、落ち込むことばかりですが、

1年前よりは少しは上達しているはず！と思い、練習に励む日々です。

私の元気の素、人生を豊かにしてくれるビオラを、これからも続けていきたい

と思います。 （統括事務局 滝岩 寿枝）

・久留米センター

一雨毎の梅一輪、庭の木々の小さな枝先に春が宿ってきました。

「一陽来復」。早くコロナから解放されたいものです。

久留米センターでは昨年4月に営業1名、7月に内務1名を増員し、総勢5名で求人の増大とサービスの向上に努めてま

いりました。お陰で少しは事業の体裁が整ってきましたが、当センターの重要なミッションである「人生100年時代～自分

らしく生きる」社会を具現化するためにはもう少し何かが足りません。

コロナ禍の引きこもりの中で見えてきた答え、・・・それは、地域や企業そして高齢者の皆様の意見をもっともっと取り込

み、共創プラットホームへ進化することでした。

コロナを乗り越え、真の「はつ・らつ・コミュニティ」目指して頑張りたいと思います。

・北九州センター

（登録者の皆様へ）

昨年11月『シニア就業講習会』を北九州福祉サービス㈱田中社長の講演｢高齢者になって今から何ができるかを考え

る｣を交えて開催しました。健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間を｢健康寿命｣と呼びますが、

北九州市は全国平均より短くなっています。｢健康寿命｣を延ばすためには“野菜をたくさん食べて”“塩分は控えて

”“楽しく働く”ことが大事とのことでした。元気な間は働くことを続けていきましょう。

（企業の皆様へ）

北九州センターの新規施策として、『役員向けドライバー派遣』をスタートしました。待機時間が多い業務ですが、

シニアに適したお仕事として拡大していきます。是非ご検討をお願いします。

はつ・らつ・通信センター便り 第３号

「絶景九州」 月明りに映え、雲たなびく冠岳(標高438m)

派遣職員 ・ 会員企業の皆さんの投稿を募集しています！

自作の俳句、或いは、身の回りに起こった面白い物語など、是非ご提供ください。

（送り方） FAX： 092-451-8623  E-mail： tsushin@hatsu-ratsu.com
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新規施策～50歳以上を対象に積極支援

当センターは、高年齢者の就業支援を行う目的で設立されています。

これまで、55歳以上の方の求職申込を受け付けてきましたが、実態は70歳以上の方が6割を占める状況になって

います。

一方で、近年のデジタル化の進展等技術革新を背景に、50歳前後の働き盛りでの早期退職、60歳の定年を契機

とした離職が多く発生しています。

年金支給開始年齢が65歳に引き上げられる中で、これらの早期離職者の生活の安定並びに将来的な年金生活

の安定のためには、その再就職支援の充実が望まれるところです。

このため、当センターでは今後は50歳以上の方の求職申込を積極的に受付、十分な報酬が見込める就業支援に

努めて参ります。

【庶民にとって働き続けることが最強の時代】

● 成長しない日本・伸びない賃金

昨年秋に誕生した岸田内閣が、「成長と分配の好循環」を掲げ、企業の賃上げを促す税制の実施や子育て世帯

への給付金の支給を打ち出したことを契機に、我が国の低成長と賃金の伸び悩み、中間層の崩壊に焦点が当たる

ことになりました。

1990年代のバブル経済崩壊以後のわが国は、失われた30年といわれ、GDP（国内総生産）がほとんど伸びなかっ

たことは、周知のとおりです。

改めて、主要国のGDPの推移を確認したのが次の表です。30年前に、世界1位であったアメリカは、依然として

世界1位の経済大国であり、約3.4倍の経済規模になっています。

また、世界9位であった中国は、この間に35.6倍もの経済規模となり、世界第2位となっています。これに対して、

世界第2位であった日本は、この間1.4倍の低成長（同3位）にとどまっています。また、平均賃金は1991年が412万

円程度、2020年が433万円程度とほとんど伸びていません。

順
位

1991年（A） 2020年 （B） B/A

国名 GDP 国名 GDP （倍）

１ アメリカ 6,158 アメリカ 20,933 3.4

２ 日本 3,659 中国 14,723 35.6

３ ドイツ 1,876 日本 5,049 1.4

４ フランス 1,724 ドイツ 3,803 2.0

５ イギリス 1,248 イギリス 2,711 2.2

６ イタリア 1,235 インド 2,709 9.9

７ カナダ 613 フランス 2,599 1.5

８ スペイン 576 イタリア 1,885 1.5

９ 中国 413 カナダ 1,643 2.7

１０ ブラジル 399 韓国 1,630 4.9

主要国の名目GDPの推移 （単位：10億USドル）

● 円の実質実効為替レートの低下
実質実効為替レートは、国際決済銀行（ＢＩＳ）が公表しているもので、各国の物価水準等も考慮した総合的な通貨

の実力を示す指標です。

数値が低いほど、海外から物を買う際の割高感が強まります。逆に数値が高くなると海外旅行の際に割安感を

味わうことができます。

日本円のこの数値が一番高かったのが、1995年4月の151.11です。昨年11月の数値は、67.79（‘95年比45%）で

およそ1972年と同水準となっています。

「YOUは何しに日本へ？」というＴＶ番組が人気を博していますが、経済規模が拡大し賃金が上昇した外国人に

とって、おもてなし十分な日本への旅行が割安になったことが主因と考えられます。

● ビッグマック指数
世界的な経済誌「エコノミスト」が年2回発表している経済指標です。ビッグマックは世界各国で販売されおり、

材料や調理法もほぼ同じです。このビッグマックを基準にして、各国の物価水準や為替相場を比較しようというのが

ビッグマック指数です。

▼ 2021年7月の主な国のビッグマック指数

1位 ベネズエラ 8.35ドル（918円）

2位 スイス 6.91ドル（774円）

5位 アメリカ 5.65ドル（621円）

19位 韓国 4.00ドル（440円）

31位 日本 3.55ドル（390円）

33位 中国 3.46ドル（380円）

47位 台湾 2.57ドル（282円）

（2021年7月 1ドル109.94円）

働き続けることの意義

我が国の賃金が伸びない中で、円の実力がピークの半分

以下になっています。またビッグマックも成長するアメリカで

は日本の約6割の高さです。

経済のグローバル化の中で、中国等の経済発展に伴う食

生活の向上等もあり、穀物をはじめとした輸入物価が高騰し

始めました。ただ今は低成長の我が国ですが、今後預貯金

の価値が目減りするインフレの到来があるかもしれません。

一方でインフレは遅れて賃金上昇を招きます。その恩恵を受

けるためには、働いていることが必要です。悠々自適の高齢

者像は最早過去のことと割り切り、生涯現役の気持ちで働き

続けることが最強かもしれません。
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